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　ジオパークは景観として美しい地形や地質など
の地球科学的な資源（ジオサイト）を活かした
「大地の公園」であり，ユネスコが支援する世界
ジオパークネットワークによって推進されてい
る。ジオパークの役割は，地球活動にともなう自
然遺産であるジオサイトを「大地の遺産 geoheri-

tage」として保全・保護するとともに，それらを
教育・啓蒙や研究に活用して，地域の持続的な発
展や振興に寄与するものとされている（Anony-

mous, 2010）。この特集号では，ジオパークと地
域との関わりに注目し，地域との関わりのなかで
のジオサイトの保護・保全や教育・啓蒙，および
地域の持続的発展を議論し，ジオパークによる地
域振興のさまざまな視点や様相を検討することを
目的とする。
　ジオサイトを中心としてそれらと地域資源とを
結びつけた観光，いわゆるジオツーリズム（geo-

tourism），あるいはジオツアー（geotour）はジ
オパークの重要なアトラクションの 1つである。
ジオツーリズムに関する基本的なフレームワーク
は，地球科学的な資源を保護・保全しながら研究

と教育面での利用を行い，それらを持続的な地域
振興に結びつけていくことにある（Dowling and 

Newsom, 2005）。そのためには持続的な管理制
度や管理組織が地域の関わりのなかで要求され
るようになる。他方，ジオツーリズムは地球科
学的な資源の保護・保全と研究・教育に基づい
て，地域の地形・地質を中心とした自然遺産や文
化遺産を来訪者や観光客に伝えることも重要にな
る（Newsome and Dowling, 2010）。そして，ジ
オパークがジオツーリズムを通じて，地域振興
に深く関わるのは，ジオパークが地域の生態学
的な資源や考古学的な資源，および産業経済的
な資源や文化的な資源など多様な地域資源（観
光資源や観光サイト）を含めることができるた
めである（Dowling and Newsom, 2010）。
　以上に述べたジオパークと地域振興，あるいは
ジオパークと地域の関わりを検討するため，10

編の論文と 4編の口絵が本特集号に掲載されて
いる。実際，掲載された論文と口絵は，ジオパー
クの理念やジオツーリズムの資源としての地域多
様性の議論，およびジオツーリズムやジオツアー
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の運営とそれらによる地域振興の実態まで，ジオ
パークと地域との関わりのさまざまな様相を網羅
的に説明している。
　渡辺（2011）は世界ジオパークネットワークの
理念とジオパークの審査，および世界と日本にお
けるジオパーク推進のこれまでの経緯と現状につ
いてまとめている。ジオパークの基本的な理念
は，地球活動にともなう自然遺産を保全すると同
時に活用することにより，持続可能な開発を実現
することである。そのために，ジオツーリズムの
振興が必要となる。ジオツーリズムを振興するこ
とで，地域に新たな収入の道が開かれ，地域住民
が自分たちの土地への誇りやアイデンティティを
もつようになり，それが「大地の遺産」の保全の
意識を高めることになる。さらに渡辺（2011）
では，地域の自然と文化に関する学術的な研究
と，地域の住民や児童・生徒に対する教育がジオ
ツーリズムの成功のために必要であることを強調
している。このような教育や啓蒙・普及に際して
は，博物館，自然観察センター，遊歩道などの
ハードな施設はもちろんのこと，ガイドやパンフ
レット，ガイドブックなどのソフトの充実も重要
になってくる。
　菊地・有馬（2011）では，ジオサイトの保全・
保護と観光による地域振興とをどのように調整
し，ジオツーリズムをどのように運営しているの
かを，オーストラリアの国立公園やジオパークを
事例にして検討している。オーストラリアのジオ
ツーリズムは，その空間的な広がりが大きくなる
につれて，ジオサイトと他の資源とが密接に結び
つく傾向を強くしている。オーストラリアにおけ
るジオツーリズムは，ジオサイト以外の地域資源
（とくに，歴史資源や産業資源，あるいは生活文
化資源など）も重視していることから，ジオサイ
トと地域資源の関係性は，ジオサイト群にとどま
ることなく，いくつかの地域をまたがってより広
い範囲におよぶようになる。そして，ジオパーク
がジオサイトや他の多くの地域資源で支えられる
ことは，地域経済の安定をもたらすことになる。
　小泉（2011）も，ジオツーリズムと他の地域
資源との結びつきに注目し，ジオエコツーリズム

の可能性，およびそれに関わる地域振興と人材育
成を検討している。ジオエコツーリズムは，ジオ
つまり地形・地質に基づく自然史と，エコつまり
植生生態を結びつけたものとして定義され，ジオ
サイトとそれら以外の地域資源との関連性やス
トーリー性の構築が必要となる。そのためには，
個々のジオパークにおけるガイドやガイドブック
作成に関わる人材育成が地学や地理学，および地
生態学の視点をとり入れて総合的に行われなけれ
ばならない。その結果，人材育成に関わる地域組
織の構築が地域社会の持続性と健全性を高めるこ
ととなる。当然のことながら，ジオパークに関わ
る人材育成は，地域住民の自然への理解を深める
だけでなく，観光客へのサービスの向上にもつな
がり，観光による地域振興を確かなものにする。
　河本（2011）もジオとエコを関連づけてジオ
ツーリズムを捉えており，地域多様性の概念を重
視することによるジオツーリズムの構築を提唱し
ている。地域多様性は生物多様性と文化多様性，
およびジオ多様性の 3つで構成され，それらを
関連づけることにより，地域の自然と生活文化，
および産業経済とを結びつけたジオツーリズムが
提案できる。そのためには，地球科学の普及・啓
蒙活動やジオに関わる教育活動を基盤とするジオ
ツーリズムにおいて，地域多様性の豊かさが体感
できなければならないし，地域多様性をみる目が
養成されなければならない。そして，地域多様性
を強調し重視することは，地域づくりや地域振興
の可能性を高めるだけでなく，ジオツーリズムの
参加者の世界観を広げることにもなる。
　ジオパークやジオツーリズムが成功するために
は，地域社会との関わりが重要である。天野ほか
（2011）では，ジオパーク推進に果たす地域社会，
とくに地域の大学が果たす役割を議論している。
天野ほか（2011）によれば，ジオパークは学術
と地域の活性化を結びつける 1つの事業であり，
地域社会と大学が協力して展開する格好の事業と
して捉えることができる。大学における研究成果
や学術情報は，ジオパークに対する地域の理解や
教育に資するだけでなく，ガイドの人材育成やガ
イドマップ・パンフレット・案内板の作成に貢献
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している。そして，ジオパークが地域振興に役立
つためには，堅実な経営戦略が構築され，ジオ
ツーリズムやジオツアーが地域の観光事業として
成立しなければならない。そのためには，産・
官・学・民・金（資金）の密接な結びつきが必要
となり，その結びつきの繋ぎ手としての役割を大
学が担うことになる。
　他方，目代（2011）はジオパークの活動の基
軸として自然環境の保護・保全を重要視し，その
ことを研究者の関わりのなかで自然環境の保護・
保全を進めていく方法を議論している。とくに，
生物多様性の保護・保全と対比する形でのジオダ
イバーシティ（ジオ多様性，geodiversity）の保
護・保全の議論が必要であるとしている。そのた
めにも，日本全国を精査し保護・保全すべき地
形，地質，土壌のイベントリーを作成することが
求められている。このようなイベントリーに基づ
いて，ジオパークの選定を含めて，自然環境の保
護・保全に関する科学的な議論がはじめて可能に
なる。そして，地域における保護・保全すべき自
然環境を理解することは，地域住民をジオパーク
の活動に主体的，積極的にとり込むことになり，
ジオツーリズムが地域振興に結びつく一歩となる。
　以上に述べたジオパークと地域振興の総論的な
議論とともに，個々のジオパークやジオツーリズ
ムの実態やそれらと関連した地域振興の諸相も報
告されている。口絵では，オーストラリアのカナ
ウィンカジオパークのジオサイトと，日本におけ
る島原半島ジオパークと糸魚川ジオパークのジオ
サイトが紹介されている。これらのジオパークの
紹介から共通してわかることは，ジオパークがジ
オサイトやその周辺の地域資源を結びつけて，ジ
オツーリズムのストーリー性を構築していること
である。つまり，ジオサイトをタイプ別・年代別
に組み合わせたり，人間の生活文化や産業と結び
つけたりして，ジオツーリズムの時間的，空間的
な物語が構築されている。このようなストーリー
性の構築については，ジオパークではないが，沖
縄島の石灰岩とカルスト地形のジオツーリズムの
紹介からも理解できる。以下で紹介する論文は口
絵ページを参考にすることで，ジオパークやジオ

ツーリズムが地域のさまざまな活動の鍵となって
いることが理解できる。
　竹之内（2011）は世界ジオパークの 1つであ
る糸魚川ジオパークにおけるジオサイトの保護と
教育活動との関係を整理し，ジオパーク認定前後
の市民意識や市民活動の変化に焦点をあててジオ
パークの地域振興に対する可能性を検討してい
る。糸魚川ジオパークでは，世界ジオパーク認定
を契機として，市民が郷土の自然や文化に対して
世界的価値を認識し，かつ誇りをもつようになり，
それは認定後のジオパーク活動における市民エネ
ルギーの源泉となった。実際，糸魚川市域におい
てジオサイトは点在するが，中山間地の集落の多
くはジオサイトを積極的に活用し，地域振興に役
立てている。結果的には，市民によるさまざまな
まちづくりのアイディアや行動がジオパークの認
定とともに生まれ，合併前の旧市町ごとの住民意
識が，新しい糸魚川市の住民意識へと統合されて
まとまるようになった。
　大野（2011）は糸魚川ジオパークと異なる世
界ジオパークの島原半島ジオパークをとりあげ，
地域における観光振興の実態とその持続性につい
て検討している。ジオパークを持続的な観光振興
や地域振興と結びつけるためには，ジオツーリズ
ムやジオツアーの果たす役割が重要であり，それ
らのアトラクションの 1つとしてのジオストー
リーが基盤となる。ジオストーリーは地形・地質
に関する専門知識と，地域の歴史，文化，伝統な
どを有機的につなげたものであり，市民や観光客
にわかりやすく伝えなければならない。そのため
にも，ジオパークのガイドを育成することが，ジ
オパークを活用した地域振興を成功させる 1つ
の要因となる。また，優れたガイドを育成するた
めにも，教育活動の充実は必要である。とくに，
小中学校において，ジオパークを教育活動に活用
してもらうため，教育用のジオツアーのコンテン
ツも必要となっている。
　ジオパークを活用した地域振興において，ジオ
ツーリズムやジオツアーのストーリー性の構築
と，そのストーリー性を伝えるガイドの育成が重
要であることを踏まえて，尾形（2011）は琉球
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諸島を事例にして，ジオツアーにおけるストー
リー性の構築に関して検討し，いくつかのモデル
ツアーを考案している。ジオツアーのストーリー
性の構築のためには，ジオダイバーシティを専門
的で科学的な知識に基づいて理解し，それらのコ
ンテンツを地域の景観観察に基づきながら説明す
ることが重要である。また，ジオツアーの多くは
科学的な解説を前提にして，ストーリー性が構築
されているため，ガイドないし解説者の養成がジ
オツアーやジオツーリズムには不可欠となる。
　ガイド育成の必要性を踏まえて，澤田ほか
（2011）は北海道で活躍する自然ガイドのアン
ケート調査から，市民を対象としたジオツアーに
求められる工夫を検討した。ジオツアーのガイド
には，ツアー参加者の満足度を高めるための工夫
が求められている。そのような工夫として，現地
解説において専門用語の使用を控えることや，解
説の補助として写真や挿絵を積極的に使用するこ
と，訪問するジオサイトをつなぐストーリーをつ
くること，ガイドブックでは鳥瞰図など直感的に
地形がわかる図を用いること，およびガイドブッ
クにおいて地質年代表や用語解説を加えることな
どが指摘されている。
　以上に概要を紹介したいずれの論文でも，ジオ
パークではジオツーリズムやジオツアーを通じ
て，地域との関わりが強くなることを指摘してい
る。ジオツーリズムやジオツアーを成功させ，そ
れらを持続的なものとするためには，ジオサイト
と地域資源との結びつけるストーリー性の構築が
必要となる。実際，ジオサイトと地域資源のス
トーリー性に基づくジオツーリズムやジオツアー
は，地域振興を確かなものにしている。
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